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1 節 番組技術

番組送出

Ⅰ．番組運行

1．緊急報道，流動編成への対応

　17年度から続いている北朝鮮の挑発行動や， 7
月に九州北部や秋田県，新潟県などで発生した豪
雨災害，各地で発生した地震，18年 1 月の日本海
側の大雪など，多くの緊急報道において流動的な
番組編成に対応し番組を送出した。
　その他の一般番組やイベント番組では，10月10
日に公示，10月22日に投票が行われた第48回衆議
院議員選挙の政見・経歴放送，開票速報を送出し
た。また，「ピョンチャンオリンピック・パラリ
ンピック」をはじめ，「ATPテニス」や「プロ野
球」「MLB」「PGAゴルフ」「Bリーグ」「大相撲」
などでマルチ編成を用い多くのスポーツ中継を送
出した。

2．システムの安定とより良いサービスのために

（1）テレビ放送・ラジオ放送
　地上テレビ放送では，24時間連続して稼働する
放送設備を安定的に維持するため，本線・制御・
データ放送・EPG・字幕・符号化多重化装置，同
期分配設備など，各システムの定期的な保守点検
や補修整備を実施した。
　地上デジタル送出システムの延命対策として，
各設備の部分更新を実施し，本線・データ放送設
備は17年度で完了した。EPG設備の部分更新は 3
か年計画の 2年目を行った。符号化多重化装置は
SD携帯エンコーダー，H.264エンコーダーを更新
した。
　このほか，番組監視機能の充実のため，TS監
視装置のTSロギングシステムとの連携整備を行
った。
　ラジオ放送では，運行設備の安定的な維持のた
め，定期整備・保守点検を行った。
　ラジオのインターネットサービスとして放送を
同時提供している「らじる★らじる」は，設備の
経年劣化への対応のため，送出設備の全面更新を
実施した。また「NHK・民放連共同ラジオキャ
ンペーン」の一環として，民放のインターネット

ラジオプラットフォームであるradikoへの実験的
参加を10月から実施した。
（2）衛星放送
　衛星放送システムの機能維持を図るため，各送
出システムの設備点検や定期補修，老朽部分の更
新工事を実施し，安定運用を図った。
　 4 K・8 K本放送用としてBS（右旋）に 1チャ
ンネル分の空きを作るため，BS1およびBSプレミ
アムで使用している帯域の削減を行った。
　運用性改善として，代替系設備からのマルチ編
成対応に備え，代替系BSサブチャンネル情報表
示器を整備した。
　16年 8 月から試験放送を開始した 4 K・8 Kの送
出システムは，安定度向上のための改修を行うと
ともに，18年12月 1 日に始まる本放送のための設
備整備を進めている。
（3）国際放送
　NHKワールド・プレミアムで毎年恒例の
『NHK紅白歌合戦』や，ピョンチャンオリンピ
ック関連ニュースにおいて，権利上放送できない
映像・音声に対して一時的に別の映像・音声に切
り替えて放送しない対応を行った。
　北朝鮮のミサイル発射を受け，毎晩深夜訓練を
行い，迅速なニュース送出に向けたスキル拡充に
取り組んだ。
　設備の安定運用を図るため，定期整備・保守点
検のほか，運行装置やスタジオの延命対策工事を
実施した。
　ラジオ国際放送の運用性改善として，スタジオ
の音声サーバー増設およびサーバーのソフト改
修，制技センターが開発した「WAVEチェッカ
ー」の導入などを行った。また「ことわり
DAF」の機能を改修し，通常編成および緊急ニ
ュース時において異なるコンテンツを複数メディ
アで同時使用可能とするなど，柔軟な対応ができ
るよう機能強化を図った。
（4）ラジオセンター
　13年 4 月に更新整備されたラジオセンター設備
は，運用開始から 5年目となったことから，設備
の安定性維持のため，音声卓装置の大規模な補修
を実施した。併せて，確実な送出を実現するため
の機能改修も行った。
　BCP対応として，16年度に引き続き首都直下地
震による放送センター機能停止を想定した「さい
たま報道別館ニュース送出訓練」を 6回実施する
とともに，報道別館の機材・設備の充実を図った。
　番組対応では， 7月 2日の『東京都議会議員選
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挙　開票速報』，10月22日の『2017衆院選　開票
速報』のほか， 2月 9～25日に行われた『ピョン
チャンオリンピック』開閉会式・競技中継を毎日
放送した。インターネットとラジオを融合した双
方向番組の開発と定着にも取り組んだ。

Ⅱ．番組制作・送出

1．制作TOCの運用

　制作TOCでは『第68回NHK紅白歌合戦』『ゆく
年くる年』など，多くの特集番組について，局内
伝送系統の構築とサーバー収録対応を実施した。
2月の『ピョンチャンオリンピック』では，過去
最大規模の伝送系統を構築し，回線センターから
の競技映像を各スタジオに分配したほか，JC回
線の全競技をサーバー収録するとともに，アーカ
イブス用に競技ごとにファイルを切り出し，ブリ
ッジメディア（BM）へダウンロードする作業を
行った。アーカイブスへは，BM 83台，総素材収
録時間468時間を納品し，期間中トラブルなく業
務を完遂した。その他，設備整備では，放送局の
番組系ファイルベース化に伴い，本部から地方局
への番組提供用収録再生機（XD-CAM） 2式を
整備し，HD試写端末を使用して本部ファイルベ
ース番組のコピー提供を開始した。
　試写室ではHS-004の部分更新，試写キャッシ
ュの定期再起動などを実施し，安定運用を確保し
た。17年度は約1万7,000番組の試写を実施し，持
ち込みメディアにおけるPFDの割合は全体の
18％と着実に増加しているが，HD-CAMの割合
がいまだ66％となっている。また， 4 K試写室
（HS-401）は年度当初，週 3回（月・水・金）
の 9～17時で運用を開始したが，持ち込みの増加
に対応するため12月より週 6回（月～土）に運用
を拡大し，年間で400番組以上の試写を実施した。

2．生字幕放送

　17年度は『ごごナマ』『 4時も！シブ 5時』『#
ジューダイ』など，年間10本程度が定時番組とし
て新たに加わった。ピョンチャンオリンピックで
は約208時間，ピョンチャンパラリンピックでも
すべての地上波放送に生字幕を付加した。このほ
かにもスポーツ中継や『2017衆院選　開票速報
（L）』『NHKスペシャル』などで生字幕送出を実
施した。設備面では，言語モデル肥大化対策改修
やPDインカムMTXの整備を実施して，放送準備
の効率的な運用を可能とした。また「生字幕送出

端末更新」や「編成モニター装置更新」を実施
し，老朽機器の更新整備による安定した送出を継
続した。

Ⅲ．デジタルサービス展開へ
の取り組み

1．災害・防災情報の提供

　ニュース・災害情報等のインターネット提供と
して，放送同時提供とリアルタイム提供を行った。
　同時提供は， 7月の『東京都議会議員選挙　開
票速報』や10月の『2017衆院選　開票速報』のほ
か， 7月の「台風 5号」や 9月の「台風18号」の
情報を，8・9月には「北朝鮮ミサイル発射関連」
などの配信を行った。
　リアルタイム提供は， 6月から同時に 8種類の
映像を配信できるように整備を行い， 8月の「全
国戦没者追悼式」や 1月の「皆既月食」などの中
継映像や，台風接近時や大雨・大雪時の各地の天
カメライブ映像など，250回を超えるライブ配信
サービスを実施した。
　自治体などが発信する災害時などの安心・安全
に関わる情報を配信する“Lアラート（災害情報
共有システム）”の全国展開では， 3月末現在で
44局が運用を開始した。
　「NEWSWEB」関連では，地域ニュースサイ
トを制作する各局設備の更新を進め，拠点局や本
部からの制作支援機能を充実させた。17年度は約
7割に当たる34局で整備を終え，地域情報の発信
力を強化した。
　また，データジャーナリズム強化の一環で，高
度情報利用報道システム（NMAPS；News Mash 
up Advanced Probe System）の拠点局展開整備
を行い運用を開始した。多彩な表現力と豊富なデ
ータ種別を生かし，災害時のリアルタイム解説や
大型番組など，多くの番組で利用された。

2．データ放送・ハイブリッドキャスト

　データ放送の気象情報では， 6月から気象警報
の表示を時系列に細分化し，よりきめ細かな安心・
安全情報の提供に対応した。
　番組では，Eテレ定時番組のほか， 8月の『い
じめをノックアウト』， 9月の『あのころバラエ
ティー・生放送！超ナウいテレビ』，10月の『NHK
スペシャル』「徹底討論　政治の行方は　日本の
針路は」と「“血圧サージ”が危ない～命を縮め
る「血圧の高波」～」，12月の『あけおめ！声優
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大集合』などで，SNSの投稿やアンケートを中心
とした双方向連動データ放送を実施した。また，
7 月の『シャーロックナイト』の「謎解き
LIVE！CATSと蘇ったモリアーティ」では約114
万，12月の『おやすみ日本　眠いいね！』では約
5,078万のリモコンプッシュがあった。
　そのほか，『日本ゴルフツアー選手権』（ 6月 1
～ 4 日），『第99回全国高校野球選手権大会』（ 6
～ 8 月），『第90回選抜高校野球大会』（ 3月23日
～ 4月 4日）などで独立データ放送を実施した。
　11月のNHK杯国際フィギュアスケート競技大
会では，独立データ放送に加えて，演技中の選手
名や技の名前をリアルタイムに紹介する番組連動
データ放送を実施した。

3．大型イベントへの対応

（1）ピョンチャンオリンピック・パラリンピック
○特設サイト・「ピョンチャン2018」アプリ
　特設サイト，アプリでは，放送していない競技
も含めすべての競技のライブストリーミングや見
逃し配信を行った。ユニバーサルサービスとして，
英語実況付きの配信や，競技データから音声・字
幕を付加したロボット実況付きの配信も行った。
また，現地の情報や選手の話題などリアルタイム
にSNS展開を行った。
○データ放送
　日本選手の結果を中心に，ニーズの高い情報を
厳選して提供した。
○ハイブリッドキャスト
　SHV試験放送の同時提供（試験的提供C）とし
て， 8 K-HDRの信号を 4 K配信用に変換し，16
競技47時間17分提供した。また，素材競技の20競
技44時間についても 4 Kによるライブ配信を行っ
た。計36本約91時間実施した。
〇VRアプリ
　専用アプリを用いて，360度多視点映像配信サ
ービスを行った。
（2）第68回紅白歌合戦
　視聴者に審査員として参加してもらうだけでな
く，12セグデータ放送，スマートフォン・タブレ
ット用のアプリで，紅白をより楽しんでもらえる
ようコンテンツの開発を行った。AKB48グルー
プが当日歌う曲をウェブサイトからの視聴者投票
の上位 3曲により決定する事前投票企画に対応し
た。連動データ放送では，出演順や曲目などの情
報を分かりやすく伝えたほか，対戦ごとの投票を
実施するとともに，データ放送と連携したビンゴ
ゲームに対応するアプリを開発し，視聴の継続を

図った。16年に引き続き，放送本編とは別に進行
する「楽屋トーク」のライブストリーミングを特
設サイトで実施した。

4．インターネット向けサービス

　「ウィンブルドン2017」（ 7月）や「2017NHK
杯フィギュア」（11月），「高専ロボコン2017」の
ブロック大会（11～12月）では，ライブストリー
ミングを実施するとともに，ハイライトシーンな
どの動画をインターネット向けに配信した。また
「全国高校駅伝」（12月），「全国都道府県対抗駅
伝」（ 1月）などのロードレースでは，中継車な
どの映像 4チャンネルのライブストリーミングを
特設サイト「NHKスポーツ」アプリで実施した。

5．テレビ放送の同時配信の試験的な提供

　10月30日から11月26日の期間，テレビ放送のイ
ンターネット同時配信（試験的提供B）を実施し
た。契約等の関係で同時配信が難しい一部の番組
を除き，総合テレビとEテレの放送番組を， 1日
20時間程度，放送と同時に，インターネットに接
続されたパソコンやスマートフォンなどで視聴で
きるサービスを実施した。また，今回の実験では，
一部地域向けの配信として，大阪局と静岡局の地
域放送番組の同時配信も地域を限定して行った。
併せて見逃し視聴に関する実験も行った。
　ピョンチャンオリンピックでは，期間中，放送
同時配信（試験的提供A）を実施した。オリンピ
ック関係の番組の配信時間は195時間42分だった。

制作技術

Ⅰ．テレビ制作技術

1．大型特集番組

（1）東日本大震災・熊本地震関連番組
　「公開復興サポート　明日へ」は， 5月に福島
県南相馬市，10月には熊本県で実施するなど，多
くの番組やイベントを開催した。
　 3月11日には『特集　明日へ　つなげよう　震
災から 7年』を放送，被災の大きかった福島，宮
城，岩手と中継で結び長時間の生放送を行った。
岩手の中継では「よみがえれ“青春列車”」をテ
ーマにCGで復元された列車や駅舎の姿を，最先
端の映像技術AR（拡張現実）を使って再現，記
憶を風化させない取り組みを実施した。
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（2）『1000日前　東京大会へ！　スペシャ
ル』（10月）

　「Nスポ！」のイベントと連携して生放送した
『1000日前　東京大会へ！　スペシャル』では，
NHK放送センター前の「Nスポ！」，大阪の若手
芸人によるギャグ1,000連発，代々木公園でのコ
ンサートなどを生中継するとともにライブストリ
ーミングや渋谷街頭ビジョンなど多様なメディア
でもサービスを展開した。「放送・デジタル・イ
ベント」一体のシステムを構築した。
（3）「第48回衆議院議員選挙」（10月）
　衆議院議員選挙では，全国の拠点局や放送局と
連携しながら，ハンドブックに基づいた確実な政
見収録を行った。また，開票速報でも分かりやす
いCG画面を開発した。
（4）『ピョンチャンオリンピック』（2月），『ピ

ョンチャンパラリンピック』（3月）
　今までより放送時間を増やし，パラリンピック
では毎日競技を生中継した。また，オリンピック
では初めて週末にハイライト版を放送したほか，
パラリンピックでは競技翌日の朝に『みんなで応
援！ピョンチャン2018　パラリンピック』で解説
放送や手話，字幕放送などを駆使してみんなが一
緒に楽しめる「ユニバーサル放送」を実現した。
さらにSHV試験放送では 8 Kや 4 Kでの競技の生
中継や時差放送，ハイライト放送などを実施した。

2．ドラマ制作

（1）『大河ドラマ』「おんな城主　直虎」
　第56作「おんな城主　直虎」は大型センサーカ
メラIkegami97ARRIで60i撮影し，スタジオでは，
97ARRI4台のカメラでマルチ収録し，女性なら
ではの優しさと強さを表現した。
（2）『連続テレビ小説』
・第96作「ひよっこ」
　「働き方改革」を先取りし， 1シーン 1テイク
収録の積極的提案など効率的な収録を行った。
・第97作「わろてんか」
　現場での移動ショットでは一眼レフα7s＋ 3 軸
ジンバルおよびパイロットフライH2（防振機能
装備）を駆使し，スピーディーで機動性を重視し
た機材運用で収録時間短縮につなげた。映像ルッ
クはフレームレートに59.94iとユーザγを使用し，
心地よい明かりと美しい映像で作品を盛り上げ
た。
（3）『土曜ドラマ』
・「 4号警備」
　 4 Kで制作したドラマである。制作期間と放送

開始までの間が短かったことも考慮し，放送に間
に合うことを重視した「 2 K先行型制作」体制を
構築。収録はソニー製カメラPMW-F55を使用し，
REC709で現場グレーディングにて制作した。ポ
スプロでは， 2 K編集データを 4 K編集に引き継
ぎ，効率化を図った。
（4）『ドラマ10』
・「マチ工場のオンナ」（名古屋局制作）
　全 7話を制作した。収録から放送に至るまで，
全編ファイルベースによる新たなワークフローで
制作した。
・「女子的生活」（大阪局制作）
　トランスジェンダーの“みき”が主人公。全編
2カメロケスタイルで収録し，みきの普遍的な個
性や感情の起伏を丁寧に捉え，明るくポップな映
像トーンで描いた。
（5）『土曜時代ドラマ』
・「悦ちゃん」
　 4 K-HDRと 2 K-SDRの完全一体化制作を，オ
リジナルの一括変換式（LUT）を用いてHDと同
等の制作期間で実現。 4 K時代に向けたフローの
確立とさまざまなトライアルで連続ドラマの 4 K
化を検証した。
・「みをつくし料理帖」
・「アシガール」
（6）『特集ドラマ「眩（くらら）～北斎の娘～」』
　浮世絵のような静的映像表現と，主人公に肉薄
した動的映像表現で，主人公が追い求める色彩表
現を意識した映像作品。 4 Kの魅力である被写界
深度をコントロールしたボケの美的表現を駆使し
た。プリプロは 4 K-SDRで制作。カメラはARRI 
AMIRA1台でLog-C収録。撮影現場にはHDモニ
ター，現場LUTを作成し視聴環境を整備。カメ
ラにケーブルをつながないワイヤレスシステム。
音声はSR-R1・CFカードにて 4 K映像とは別収
録。ポスプロMA作業にて5.1サラウンドに仕上げ
た。放送までのスケジュールを考慮し 4 K映像を
完成後にHDダウンコン完プロ化とした。
（7）『特集ドラマ　どこにもない国（前・後編）』
　メインカメラはSONY F-55でポスプロでのグ
レーディングを前提にS-Log3撮影。
（8）『 特集ドラマ　スニッファー嗅覚捜査官ス

ペシャル』
　16年度 4 K制作した『土曜ドラマ』の「スニッ
ファー嗅覚捜査官」のスペシャル版を 8 Kで制
作。長編 8 Kドラマとしては日本初の番組であり，
8 Kファースト・HDR制作を行った。カメラには
RED-WEAPON（ 8 K S35）を選定し，30P・
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RAW収録を実施した。現像・バックアップデー
タ作成・オフラインデータ生成までを一括して外
部に委託。現場での収録・拘束時間の緊縮に努め
た。また，長時間 8 Kドラマ制作フローを模索す
るうえでのパイオニアとして制作が行われ，本作
以降の 8 Kフロー構築の検討材料ともなった。
（9）『 スペシャルドラマ　返還交渉人～いつか、

沖縄を取り戻す～』
　カメラはARRI AMIRAを使用。 2 K先行放送
のため， 4 Kは別グレーディングで戦中・敗戦直
後・1960～70年代・現代，それぞれの時代の色と
光を丁寧に表現するルックを作成した。音は，沖
縄と内地の人の声と音を意識し整音。映像と音が
巧みに絡みあった臨場感あるドラマ構築を心掛け
た。
（10）『 土曜ドラマスペシャル「1942年のプレ

イボール」』
　愛知県半田市にある半田球場で行ったロケで
は，短焦点レンズを使用しVFX技術を駆使する
など1942年当時の後楽園球場を再現した。
（11）『 ちょい☆ドラ～人生でエモいことは10分

で起こる～』
（12）『 ロボコン30年記念ドラマ「Rの法則スペ

シャル　大江戸ロボコン」』
　若者層を視聴ターゲットとし，明るいトーン・
躍動感のある映像を心がけ，インターレスの見や
すい映像を全面に押し出した。
（13）『スーパープレミアム　スペシャルドラマ

「荒神」』
　江戸時代の元禄年間に，東北の 2つの村が突如
として怪物に襲われる。怪物部分を最新VFXを
駆使した壮大な 4 Kエンターテインメント時代
劇。
　撮影は，ARRI AMIRAでlog-C収録。log信号
をIS-miniにより，番組LUTデータを充てた映像
を現場モニタリング。映像監視は，SONY PVM-
A170 17インチHD，モニター色温度9300K。
（14）『 大河ファンタジー　精霊の守り人～最終

章～』
　SONY PMW-F55カ メ ラ を 用 い， 全 編
4 K-HDRで制作。ファンタジードラマの異世界
観を表現するためハイスピードカメラやドロー
ン，RONINなど特殊機材を駆使した。映画「シン・
ゴジラ」の樋口真嗣監督を招き，ミニチュアを使
用した特撮映画のノウハウとCG合成によるVFX
でダイナミックな戦闘シーンに仕上げた。また，
ドラマでは使用が珍しいブラックライトやムービ
ングライトを使用して闇と光の照明演出でファン

タジーの世界を彩った。HDRとSDRの一括変換
装置をスタジオに持ち込み，効率的な一体化制作
の検証を行った。今後の一体化制作ドラマの礎と
なる番組となった。
（15）『地域発ドラマ』
・『越谷サイコー』さいたま局
　レイクタウン湖のヨット上など，厳しいロケー
ション環境ながらも，カメラ単独収録や民生カメ
ラの活用など，安定した収録体制を構築した。
・『真夜中のスーパーカー』名古屋局
　名古屋インハウスで制作した初の 4 Kドラマと
なった。また，ドラマPR用のVRコンテンツを
360°4 K映像と立体音響で制作した。
　その他，下記のような地域色満載のドラマを制
作した。
　『ふたりのキャンパス』広島局
　『ガタの国から』佐賀局
　『GO！GO！フィルムタウン』北九州局
　『あったまるユートピア』神戸局
　『You May Dream』福岡局

3．音楽・エンターテインメント番組

（1）『うたコン』
　17年度はNHKホールから26本，NHK大阪ホー
ルから 9本に加え，愛知・京都の地方派遣からも
生放送を実施した。加えて全国各地から14本の歌
唱生中継を実施。各地の今の風景を伝える生放送
ならではの演出を行った。
（2）『NHKのど自慢』
　17年度は44本を生放送で制作。 9月17日，山口
県下関市では台風が接近したため開催を中止し
た。
関東地方開催時の予選会では舞台裏見学ツアー等
のCS活動を実施（計 5回）。また，全国各局でも
計 8回実施した。
（3）『SONGS』
　演出意図に合わせたダイナミックで魅力的な映
像表現とともに，マルチ録音・トラックダウンを
行い，クオリティーの高いサウンドで放送した。
（4）『シブヤノオト』
　スタジオからの公開生放送。スタジオに観客を
入れ，生でパフォーマンスを実施した。
（5）『にっぽんの芸能』
　歌舞伎公演や，スタジオでの長唄・箏曲・舞踊
などを収録。専門家の解説と併せ日本の伝統芸能
を紹介する番組として制作した。
（6）『クラシック音楽館』
　音声5.1chサラウンドで制作した。収録にあた
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ってはリモコンカメラやタブレットPCを用いた
電子台本を活用し，演奏を楽しむ観客の妨げとな
らないよう工夫した。
（7）『第49回　思い出のメロディー』
　「昭和を彩ったスターと名曲たち」と題し， 2
時間30分の生放送を行った。カメラ14台，マイク
は約200本使用する大規模番組であるが，システ
ムの二重化を図るなど万全の体制で安定送出を行
った。
（8）『第68回NHK紅白歌合戦』
　カメラは25台，マイクは約160本，ムービング
ライトは300台以上使用。NHKホール内だけで技
術スタッフは100人を超えた。カメラでは17年度
開発の新ワイヤレスカメラシステムを 2式採用。
舞台上や客席内など会場内の随所から撮影するハ
ンディーカメラに使用することで，ケーブルを付
属させずに各所からの撮影が可能となり，安全性
の向上に貢献した。NHKホール外からの生中継
は，横浜アリーナ，パシフィコ横浜，渋谷，
CT-101スタジオの 4か所から実施。それらを局
内CT-510スタジオで一括してコーディネートし
た。これによりNHKホール側の負担を軽減，中
継現場もおのおののスケジュールに影響を与える
ことなく効率的に業務を実施した。SHV試験放
送では16年に引き続き生放送を実施。 8 Kカメラ
7 台に加え， 2 K生放送のカメラのうち 4台を
4 Kカメラとし， 8 K生放送と共用した。
（9）『第61回NHKニューイヤーオペラコンサ

ート』
　撮影は 5台のリモコンを含む計13台のカメラを
9人で担当。照明はステージ演出と一体になった
色彩を表現。音声はダイナミックな演奏や繊細な
歌声が入り交じるオペラの世界を5.1サラウンド
で表現した。

4．大型企画・特集・ドキュメンタリー

　大型企画番組のほとんどを 4 Kカメラで撮影・
制作した。
　『NHKスペシャル』「シリーズ　人体　神秘の
巨大ネットワーク」は，最新の知見を踏まえ人体
の神秘をより魅力的に伝えるために，高品質な
4 Kカメラを使用して 1年半にわたり取材を実施
した。『NHKスペシャル』「世界初　極北の冒険　
デナリ大滑降」は，北米最高峰6,190mの山頂か
らスキーで滑降する冒険家の挑戦を，山岳班のカ
メラマンたちが 4 Kカメラで密着取材した。
　特集『南極　氷の下のタイムカプセル』では，
欧米の研究チームに同行し，世界で初めて氷に閉

じ込められた南極の湖の 8 K潜水撮影を実施し
た。
　戦争関連番組では，『NHKスペシャル』「本土
空襲　全記録」や『ETV特集』「告白～満蒙開拓
団の女たち～」でベテランドキュメンタリーカメ
ラマンを長期に派遣し，出演者と信頼関係を構築
しながら貴重な証言を撮影した。
　『ハートネットTV』では，ニュースだけでは
伝わらない実態なども丁寧に取材し，定期的に伝
えた。
　バーチャルリアリティー（VR）を活用した番
組『BS1スペシャル「360°ドキュメンタリー」』
シリーズの制作も積極的に実施した。「激流に挑
む～密着！カヌー選手　羽根田卓也～」では，接
近して撮影できないカヌー競技の魅力を，カヌー
やポールに取り付けた360°カメラを活用すること
で前後左右，見たい場所を切り取って素材化した。
また「サーフィンの神と呼ばれる男」では，初め
て番組のすべての撮影を最新の360°カメラで実施
した。
　また『にっぽん　カメラアイ』は，全国のカメ
ラマンが“映像の迫力”を最大限に追求する挑戦
的な番組シリーズ。今回も 4 K制作を実施した。
すべてLog撮影を行うことでより上質な番組に仕
上げた。

5．デジタル技術を生かした番組制作

　『あさイチ』ではテレビの双方向機能を使った
視聴者参加型番組として，インターネットに接続
されたデジタル放送受信機から参加できる「スゴ
技Q」を放送するとともに，ほかのコーナーでも
双方向機能を活用し，視聴者がより興味を持って
参加できる番組を制作した。
　『天才てれびくんYOU』では，子ども向けに
視聴者参加型の生放送を実施。年 4回実施した特
別生放送ではAR技術を駆使し，視聴者の没入感
をさらに高めていく演出に挑戦した。テレビのリ
モコンで参加できる番組連動のゲームには，16万
8,000人を超える参加者があった。
　『しあわせニュース2017』の生放送では，初め
てバーチャルシステムに挑戦し，新たな映像表現
を行った。
　『クローズアップ現代＋』や『ハートネット
TV』などでは，バーチャルシステムを活用して
視聴者に分かりやすく番組内容を伝えた。また，
ホームページやツイッターで視聴者からの投稿を
紹介した。『ハートネットTV　生きるためのテレ
ビ　# 8 月31日に夜に。』ではSNSと連動したラ
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イブストリーミングを生放送と併せて合計 4時間
実施した。
　東日本大震災関連番組の『大切なものは何です
か』ではスマートフォン用アプリ「NHKテレビ
クルー」を使用し，視聴者から動画を投稿しても
らった。また，動画編集の一部にはNHK放送技
術研究所（技研）で開発中の「AI自動編集シス
テム」を活用した。
　『シンデレラ・ネットワーク』では一般視聴者
12人とスタジオをインターネット回線で接続し，
双方向でやりとりしながら生放送を進めていく新
たなスタジオ演出に挑戦した。
　『シブヤノオト』では最新の音楽情報を伝え
た。生放送中，ツイッターやLINEでリアルタイ
ムに情報を発信しながらSNS上の視聴者とつなが
り，視聴者からのメッセージを番組内で紹介した。
　さらに生放送終了直後，スタジオフロアにて
「アフタートーク」をライブストリーミング配
信。視聴者をウェブへ誘導する試みを行った。

6．撮影関連

（1）特殊機材を活用した撮影
・防振装置（ステディカム・アルテミス）
　カメラマンが専用ベストを着用し防振アームに
カメラを載せる防振装置で，段差がある階段や悪
路などでも映像にブレがなく，安定した移動撮影
を実現した。
・ハイスピードカメラ
　通常のカメラでは捉えられない被写体の一瞬の
変化を，極めて鮮明な超スローモーション映像で
撮影できるハイスピードカメラを用いて，肉眼で
は見えない驚くべき姿を映像化した。また，『ダ
ーウィンが来た！生きもの新伝説』をはじめとし
た自然科学やスポーツドキュメンタリーの分野
で，これまでにない映像表現を実現した。
（2）山岳撮影
　初歩的な登山技術から，冬山登山・ロッククラ
イミングなどの高度な専門技術まで，広範な山岳
登山技術習得のために定期的に行っている山岳研
修を17年度も実施した。北八ヶ岳では，外部から
山岳講師を招き，ロッククライミング技術や冬山
での縦走術などを学んだ。自然番組を中心に，紀
行番組などさまざまな番組で山岳撮影技術が用い
られた。
（3）潜水・水中撮影
　ドキュメンタリーからドラマまで幅広いジャン
ルにおいて潜水撮影を行い，魅力的な水中の世界
を映像化した。高精細カメラを用い， 4 K・8 Kの

水中撮影にも挑戦し，新しい分野を開拓した。潜
水撮影にも高度な専門技術力が必要なため，毎年
行っている伊豆大島における潜水研修を17年度も
実施し，初心者から上級者までの潜水撮影担当者
の養成に努めた。

7．照明関連

（1）SHV番組制作への取り組み
　初の 4 K 2 K一体化制作の『土曜時代ドラマ』
「悦ちゃん」， 8 K初の長尺ドラマとなった『特
集ドラマ』「スニッファー嗅覚捜査官スペシャル」，
フランスでの長期ロケとなった『NHK・ルーブ
ル美術館　 8 K共同制作』，高度なコーディネー
ションが必要となった 8 Kの『サカナクションラ
イブ2017』など，多様なジャンルの番組でSHV
制作を実施した。
（2）省エネへの取り組み
　新放送センター建設を見据え，新しいLED器
具の開発に取り組んだ。大規模スタジオ向けに10
万ルーメン（ハロゲン5kw以上）級となるLEDス
ポットライトを冷却ファンなしで実現。また，広
色域SHV制作に対応する超高演色LEDスポット
ライトを開発した。
（3）安全性向上，業務効率化への取り組み
　ドラマスタジオに高輝度LEDベースライトを
導入。発熱が少なく安全で，色も自由にコントロ
ール可能。業務効率化と安全性向上，さらには映
像クオリティーアップと大きな効果を発揮した。
（4）LED照明バックアップ装置の開発　
　本格的なLED照明時代を見据え，生放送を想
定したLED照明バックアップ装置を開発。灯体
障害時に自動で予備灯体に切り替わり，暗転を防
ぐ。生放送における安定性・安全性向上を実現し
た。

8．音声関連

（1）情報番組
　『NHKスペシャル』では10月より「シリーズ
人体　神秘の巨大ネットワーク」（全 8回）を放
送し，神秘の世界を5.1サラウンドで表現した。
　「ピョンチャン五輪」（2.9～25），「ピョンチャ
ンパラリンピック」（3.9～18）をCT-112・511・
512スタジオから生放送したほか，「公開復興サポ
ート　明日へ in 南相馬」（5.6）および「in 熊本」
（10.15）等のイベントや，双方向の視聴者参加
番組『シンデレラ・ネットワーク』など，さまざ
まな要件に最適な音声システムを構築して制作し
た。
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（2）ドラマ番組
　『大河ドラマ』「おんな城主　直虎」，『連続テ
レビ小説』「ひよっこ」を制作した。 4 K制作ド
ラマ『大河ファンタジー　精霊の守り人～最終章
～』はVFXを活用した幻想的な映像と迫力ある
音声で高品質なコンテンツに仕上げた。また『土
曜ドラマ』「 4号警備」，『土曜時代ドラマ』「悦ち
ゃん」，『スペシャルドラマ　返還交渉人～いつか、
沖縄を取り戻す～』など多くの 4 K／5.1サラウン
ド番組を制作した。 8 Kドラマでは『特集ドラマ　
スニッファー嗅覚捜査官スペシャル』を制作し，
22.2chの優れた表現力を生かした音声制作に挑戦
した。
（3）音楽，エンターテインメント番組
　『うたコン』『N響演奏会』ではNHKホール回
線をCD-607に引き込み， 8 K-22.2と 2 Kステレ
オの一体化制作を行った。また， 4 K『シブヤノ
オト』ではCT-101の音声卓と映像中継車をドッ
キングして 4 K収録を実施， 4 K『クラシック倶
楽部』ではコンサートホールだけでなく寺や庭園
など音響的に厳しい環境で，良質な5.1サラウン
ド制作を行った。『第68回NHK紅白歌合戦』では
新しくなったNHKホール音声副調から 2 K生放
送，CD-607から 8 K-22.2マルチチャンネル音響
で制作，生演奏ならではの迫力と臨場感あふれる
音楽を視聴者に届けた。 8 K『北米イエロースト
ーン　躍動する大地と命』『若冲　天才絵師の謎
に迫る』の劇中音楽，『 8 K名曲アルバム』『 8 K 
TAKARAZUKA　THEATER』『ピョンチャン
オリンピック・パラリンピック　NHK放送テー
マソング「サザンカ」』など多くの22.2マルチチ
ャンネル音響コンテンツを制作し， 8 Kの魅力を
伝えた。

9．映像関連・設備整備

（1）CT／CUスタジオ更新
・CT-104の 4 K化更新
　SHVコンテンツの充実に向け，簡易 4 K制作に
対応し，かつHD制作においては多元，バーチャ
ルスタジオの番組制作に対応できるなど汎

はん

用
よう

性の
高いスタジオとして設備を更新した。番組の 4 K
制作／HD制作に応じシステムを切り替える方式
とし，スイッチャーに対して映像の入力信号，出
力信号を 4 K／HDそれぞれにしゅん別している。
4 Kカメラ 4台（内訳はペデスタル 3台，クレー
ン 1 台）を常設とし， 2 台の増設に対応した。
4 Kの収録再生には 4 Kサーバーを整備しそれぞ
れに独立した 4系統を同時収録再生することが可

能である。スタジオ常設テロップ装置はHD制作
のみに対応するが，持ち込みの 4 Kテロップ装置
に対してシステム接続可能である。本更新を通じ
てNHK初となる 4 Kスタジオ制作とHD制作に対
し，柔軟かつ安定的に運用できるよう制作環境な
らびに技術的改善を行った。
・CU-206の更新
　運用実績に基づいた改善事項と 4 K／HDサイ
マル放送に対応するCUスタジオとしての更新工
事を行った。顔出しアナブースには 4 Kカメラ 1
台を常設し，副調からのリモート操作を可能とし
た。 4 Kスイッチャーは3M／E， 3次元DVE2ch
を備え，常時 4 Kシステムとして動作する。リソ
ースとしてテロップ装置，EVSを 4 K対応とした。
4 Kサーバー 2台を備え独立した 4 K信号をそれ
ぞれ 4系統収録再生することができる。HD用FB
収録再生装置は 4台を常備している。局外回線リ
ソースについては 4 K回線 2系統，HD回線 4系
統に対応する。テロップは 4 K制作に対応し，
OA，OBの 2 系統とした。CU-206スタジオの一
番の特徴は，ダイナミックレンジ（SDR／
HDR）と色域（BT.709／BT.2020）を 1つのボタ
ン操作で一括して切り替えることを可能としたこ
とである。HD放送に対しては 4 K制作した内容
を最終段でコンバートして対応している。
（2） 4 Kファイルベース制作設備の整備
　 3セルECS3室を 4 室に増設し 4 K対応を実施
した。これにより， 4 K制作可能なECSはスタン
ドアローン型 2室，セル型 4室の計 6室となった。
　増加する 4 K制作に対応するため，編集開始前
に 4 Kファイル変換を実施するインジェストルー
ムを新設した。 4 K→ 2 K変換やBMおよびLTO
へのバックアップなどが24時間対応可能となっ
た。また， 4 Kコピー設備も新設した。フレーム
レート変換や各種ファイルトランスコードが可能
となっている。PDダイレクト編集設備も16式を
4 K対応型に更新した。
　PD編集，インジェストルーム，ECSなどのポ
スプロ関連設備全体での 4 K化が実現し，センタ
ー内での効率的な 4 K制作システムが構築され
た。
（3）CG／VFXコンテンツ制作と開発
　年間を通しCGを制作している『コズミックフ
ロント☆NEXT』では，多くを 4 Kで制作し，な
かでも 3本は 4 K-HDRで制作した。
　『NHKスペシャル』では，「熊本城　再建“サ
ムライの英知”を未来へ」「巨大水中洞窟を潜る　
絶景　オルダ“水の宇宙”」「列島誕生　ジオ・ジ
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ャパン」（ 2回シリーズ），「九州北部　記録的豪
雨はなぜ」「本土空襲　全記録」「戦慄の記録　イ
ンパール作戦」「MEGA　CRISIS　巨大危機Ⅱ～
脅威と闘う者たち～第 2集「異常気象・スーパー
台風　予測不能の恐怖」」「シリーズ　人体　神秘
の巨大ネットワーク」に対応し，多くを 4 Kで制
作した。なかでも「列島誕生　ジオ・ジャパン」
では，日本列島が誕生する様子を質感に優れた迫
力のあるCGで制作した。また「シリーズ　人体　
神秘の巨大ネットワーク」は，極めてクオリティ
ーの高いCGをそれぞれ 4 Kで制作した。「熊本城　
再建“サムライの英知”を未来へ」や「九州北部　
記録的豪雨はなぜ」「本土空襲　全記録」「戦慄の
記録　インパール作戦」では高度な表現を
NMAPSを活用して実現した。
　初めて 4 K-HDRで制作する19年の『大河ドラ
マ』「いだてん～東京オリムピック噺（ばなし）
～」では，本格的な制作に入る前にワークフロー
の確立やR&Dを進めた。また，撮影素材のデー
タ管理や事前の色調整といった，いわゆる“DI
作業”を実施するための「DIルーム」を整備し
た。
　リアルタイムCGでは『2017衆院選　開票速
報』で通常の解説CGシステムの開発・運用に加
え，スタジオ内で縦向きに設置した 2台の再撮に
表示するCGシステムを新たに開発した。ゴルフ
『第50回日本女子オープンゴルフ選手権』では
“グリーンのアンジュレーション”をバーチャル
CGで表示した。ピョンチャン五輪では，光学セ
ンサーを用いたカメラトラッキングシステムを整
備し，現地スタジオにてNHK初となる3D-CGを
使った本格的なバーチャルシステムを構築し運用
した。
　NMAPSはストレージの強化整備を実施すると
ともに，拠点局と地方局を合わせた36局への端末
整備を完了した。
　その他， 8 K関連として，4,200枚にも及ぶ原爆
に関する高解像度の画像を 8 Kモニターにストレ
スなく表示する「インタラクティブ 8 Kビューア
ー“原爆の絵”」を開発し，広島平和記念資料館
で展示した。
（4）その他の主な映像設備整備
・CT-414／415スタジオカメラの更新
　整備から14年以上経過しており，HD設備によ
り更新を実施した。
・CT-414／415バーチャル設備の更新
　前回CG用PCのリプレイスを行い，本整備は更
新整備を実施した。ソフトウエアは引き続き

「Vizrt」とし，バージョンアップならびにプラ
グ イ ン 充 実 を 実 施 し，CT-104，CT-411，
CT-510と同一の制作環境を整備した。
・ 4 Kスタジオ用汎

はん

用
よう

カメラの整備
　スタジオ 4 K更新整備が始まり， 4 Kカメラの
増設に対応するため，汎

はん

用
よう

カメラ 2式を 4 K更新
整備した。
・ 8 K据置型 3板式カメラの整備
　HDR／広色域撮影に対応した 3板式 8 Kカメラ
を初めて整備した。
・本部 4 KマスターモニターのHDR対応改修
・ 番組制作設備用セキュリティーネットワークの
更新

・本部Nテロップ部分更新
　このほか，ラジオスタジオではCR-502と
CR-503，ダビングスタジオではCD-804を更新し
た。音声プリプロスタジオでは22.2chに対応した
AP-Dの整備を行った。

10． 4 K・8 Kスーパーハイビジョン

（1）新規開発機器
　世界初となるSONY製 3板式カメラUHC-8300
を新規開発し， 8式導入した。納入直後にロケを
行い，オランダで行われた国際放送機器展
（IBC）にて，展示用コンテンツとカメラを披露
した。
（2）コンテンツ制作
①ロケコンテンツ
　複数の大型自然番組を 8 K-HDRで制作した。
世界最大級の間欠泉のある「イエローストーン」
にRED製WEAPON 8 K with Helium（以下，
8 K Helium）を持ち込み，バイソンなどの動物
撮影や航空撮影を実施した。ロケ中に139年ぶり
に起こった皆既日食を 8 Kカメラで撮影し， 3分
間の黒い太陽の撮影に成功した。この様子を 8 K
『北米イエローストーン　躍動する大地と命』で
放送した。
　南極でロケを行った『南極　氷の中のタイムカ
プセル』のロケ素材にカラーグレーディングを施
し，世界初の 8 K映像をHDRコンテンツとして完
成させた。
　『皇室“奇跡の秘宝”「日本美の最高峰を求め
て」』では，昭和天皇御成婚に際し献上された皇
室の“秘宝”を 8 Kカメラで撮影した。
　「南米イグアスの滝」を 8 K Heliumを用いて，
17年の年末から 1か月間の 8 Kロケを行った。イ
グアスの滝に満月の夜にだけ見ることができる美
しい虹の撮影に成功した。
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②ドラマコンテンツ
　初の本格 8 Kドラマ『スニッファー嗅覚捜査官
スペシャル』の制作において，従来の機動性と遜
色ない 8 Kロケ制作システムを構築した。
③エンターテインメント番組
　ロシアのサンクトペテルブルクにて，バレエ
「くるみ割り人形」を 8 K-HDRで収録した。さ
まざまな色彩の照明によって演出されたセットの
色合いなどを色鮮やかに表現した。
　毎週火曜に東京と大阪で交互に行われる『うた
コン』にて，計 4回の 8 K収録を実施した。ステ
ージ照明の映像表現や衣装の見え方など，エンタ
ーテインメント番組のマルチカメラ制作のノウハ
ウ蓄積を行った。
　ニューヨークの老舗ジャズクラブ「Blue 
Note」にて，ボブ・ジェームスとマッコイ・タ
イナーの演奏を 8 Kカメラ，22.2ch立体音響で収
録した。
　幕張メッセで行われたサカナクションのライブ
を 8 K-HDR，22.2chで収録した。 8 Kカメラ 8台
と 4 Kカメラ 5台を利用するなど最大規模のシス
テムで制作を行った。
　NHKホ ー ル で 行 わ れ た「Perfume×
TECHNOLOGY」を 5 台の 8 Kカメラと 7台の
4 Kカメラを用いて， 8 K，22.2chで制作した。
④ピョンチャン五輪の生放送対応
　現地から送られてくる 8 K信号をふれあいホー
ルの仮設スタジオで受信し，アナウンサーのコメ
ント入れやテロップ挿入，ハイライト制作を行い，
生放送を行った。
（3） 4 Kの取り組み
　テレビスタジオではNHK初の 4 Kテレビスタ
ジオとなるCT-104（ 4 K素材収録に対応）と
CU-206（ 4 K／HDサイマル制作可能）の整備を
実施した。
　『コズミック　フロント☆MUSIC』などの
NHKホールでの公開収録を 4 K-HDRで，『シブ
ヤノオト』『クラシック倶楽部』『SONGSスペシ
ャル』なども 4 K収録を実施するなど，実績を重
ねた。
　ロケでは『にっぽん　カメラアイ』や『NHK
スペシャル』の「シリーズ　人体　神秘の巨大ネ
ットワーク」「シリーズ　TOKYOアスリート」，
『ホットスポット　最後の楽園』『究極ガイドTV　
2時間でまわる伊勢神宮』『名曲アルバム』など
多くの番組を 4 Kカメラで制作した。

Ⅱ．ラジオ制作技術

1．ラジオ放送

　FM放送では，『ベストオブクラシック』「N響
定期演奏会」をNHKホール，サントリーホール
から継続的に生放送した。ジャズ番組『セッショ
ン2017』では，内外の一流プレーヤーを招いて年
間32本，ロック番組の『ライブビート』は11本，
ふれあいホールにて公開収録を行った。
　『ブラボー！オーケストラ』『ベストオブクラ
シック』などの公開派遣番組制作や，『邦楽百番』
『邦楽のひととき』などの純邦楽，『リサイタル・
ノヴァ』のスタジオ録音などにも取り組んだ。
　ラジオ第 1では，毎週水曜にCR-505スタジオ
から歌謡曲番組『きらめき歌謡ライブ』を公開生
放送した。ポップス，歌謡曲，トークバラエティ
ーなどさまざまなジャンルの番組を制作した。

2．オーディオドラマ

　ラジオ第 1のオーディオドラマ『新日曜名作
座』では， 8シリーズ47話の新作を制作した。 1
話完結の『FMシアター』は，本部で19本と特集
2本の新作を制作した。『青春アドベンチャー』
は15分×10～15本の連続ドラマで，本部では14シ
リーズ130本を制作した。
　『特集オーディオドラマ』「ピンザの島」（60分），
「春麻呂の夢」（60分）を5.1サラウンドで制作し，
マトリックスエンコード方式（ProLogic2）のサ
ラウンドで放送した。

報道技術

Ⅰ．ニュース送出

1．ニュース番組

　ニュースセンターでは『おはよう日本』『シブ
5時』『ニュース 7』『ニュースウオッチ 9』『ニ
ュースチェック11』『時論公論』『サタデースポー
ツ』『サンデースポーツ』など 1日約10時間の全
国向けニュース・報道番組を総合TVに送出した。
このほか地震や台風など災害報道をはじめ随時に
行う特設ニュースや国政選挙放送など多くのニュ
ース番組を放送した。
（1）災害報道
　 7月 5 日から 6日にかけての九州北部豪雨で
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は，各地のロボットカメラの映像をロボカメモニ
タリングシステムで中継し，また，役場などの中
継映像をIP回線で結び伝えた。ビッグデータを活
用し降水量などのリアルタイムデータをスタジオ
ディスプレーに表示し記者が解説することで，各
地の切迫した状況を地域に特化して分かりやすく
伝えた。
（2）緊急報道
　 7月 4日，台風 3号情報を随時放送している最
中， 9時50分ごろ「北朝鮮ミサイル発射・排他的
経済水域に着水する可能性」の情報が入り直ちに
特設ニュースを開始し，官邸中継やソウル支局，
ワシントン支局からの中継回線を確立し，情報を
伝えた。 8月29日の北朝鮮による弾道ミサイル発
射情報でも，専用に準備していたJアラート作画
装置で国民保護に関する情報一報を伝えた。防衛
省や各地に設置したロボットカメラの映像でリア
ルタイムの状況を伝えつつ，官邸，防衛省，外務
省やNHKの国内およびソウル支局，ワシントン
支局，中国総局など海外総支局との中継回線を結
び多角的な情報を伝えた。
（3）選挙報道
　東京都議会議員選挙が 7月 2日に行われ， 8政
党と都内 6か所の選挙事務所および小池都知事事
務所より中継を交え，CG作画とスタジオバーチ
ャルCGを活用して選挙データ解説や開票速報を
放送した。
　10月22日の衆議院議員選挙は 9月25日の解散表
明から短期間でニュースセンターの準備を整え，
新たな選挙CG画面，送出システムの構築やスタ
ジオバーチャル演出に取り組んだ。開票速報番組
放送時には台風21号の上陸が重なり，選挙報道中
に災害報道を行う複雑なオペレーションに対応し
た。
（4）ニュース制作支援車の運用
　ニュースの企画制作に必要なファイルベース編
集機や原稿送受信端末を搭載したニュース制作支
援車を，17年 4 月に約 2週間熊本局に派遣して，
「熊本地震から 1年」の制作を支援した。

2．BSニュース番組

　BSニュースセンターから，『キャッチ世界のト
ップニュース』『ワールドニュース』『BSニュー
ス50』『国際報道2017／2018』『東京マーケット情
報』など，国内外のニュースや経済情報をリアル
タイムに放送した。海外各国の最新ニュースは同
時通訳を付け 2か国語や原語字幕付きで放送し
た。BSニュースセンターからの放送は， 1日約

12時間に及んだ。

3．設備関連

（1）災害情報への取り組み
　台風や集中豪雨での危険度を分かりやすく伝え
るため，L字放送時に最新の気象レーダーや台風
進路図などを自動送出する気象画像ループ再生装
置を整備した。また，気象庁が出水期より開始し
た各地域単位で気象警報の警戒が必要な時間帯が
分かる画面を開発し，放送に加えウェブでも発信
した。
（2）北朝鮮ミサイル対応
　頻発した北朝鮮ミサイル発射時に，Jアラート
で発表される国民保護情報データを利用し警戒対
象地域を日本地図とテロップで自動的に表示して
警戒を呼びかける装置と，速報スーパーを迅速に
作成できる仕組みを短期間に開発した。 9月15日
に再度北朝鮮が弾道ミサイルを発射した際に放送
利用した。
（3）リアルタイム光点滅自動軽減装置の開発・

運用
　カメラのフラッシュがたかれる会見現場など，
急激な輝度変化を繰り返す映像による健康への影
響を軽減するために，リアルタイム光点滅自動軽
減装置を開発して17年10月より運用を開始した。
（4）天気予報画面の充実
　18年度番組開始に向けて，『おはよう日本』『あ
さイチ』時間帯の「天気マークスーパー」を 1日
単位の予報から 3時間単位のポイント予報へと充
実を図った。また，『おはよう日本』の天気予報
では 1時間単位の予報も取り入れた画面を開発し
た。

Ⅱ．回線業務
（1）国内回線
　 4月に運用を開始したテレビ素材回線は定額制
となったが，緊急報道対応の際に，迅速かつ柔軟
に最適な回線を構成するため，常時接続とはせず，
必要時にそのつど申し込む運用とした。
　スポーツ中継専用回線の耐障害性を強化するた
め，二重化回線の異経路化と関連設備の冗長化を
進めた。
（2）国際回線
　報道系のリポート中継・素材伝送のほか，
MLB，ウィンブルドンテニス，ATPマスターズ
1000，カーリング世界選手権などのスポーツ中継
を多数実施した。さらにピョンチャンオリンピッ
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クにおいて，JC回線として 2 K映像 5 回線，
NHKユニ回線として 8 K映像 1回線， 4 K映像 2
回線， 2 K映像 4回線， 4 Kファイル伝送回線な
ど，多数の回線を現地国際放送センターから渋谷
放送センターまで接続し，中継・放送対応を行っ
た。
（3）FPU回線（自営マイクロ回線）
　10月の衆議院議員選挙では， 5つの基地局（放
送センター・芝・池袋・墨田・筑波）に振り分け
て，計18回線を構築した。既設受信設備が 2系統
しかない池袋基地局については，池袋サンシャイ
ン60の屋上（PH階）に仮設受信設備を 6系統増
設し，開票日当日は有人で対応した。
（4）CS回線（通信衛星回線）
　 4～ 5月にかけてSHV-CSKの伝送テストを重
ね， 4 Kおよび 8 K伝送を行うにふさわしい伝送
パラメーターを選定した。
　CS主局の無線免許が 5年間の有効期限を迎え
たため，11月に登録点検を行い，再免許を取得し
た。
（5）IP伝送
　17年度は，地割れ，噴火などの警戒で 7台，北
朝鮮ミサイルPAC3迎撃警戒で 4台の緊急展開ロ
ボカメを追加で設置し，渋谷放送センターで常時
放送利用できる環境を整えた。
　報道系ファイル伝送システム（新F-Port）の
更新整備に併せて，既設のIP中継用インターネッ
ト回線の可用性とセキュリティーの強化を図っ
た。
（6） 4 K・8 Kスーパーハイビジョン回線
　ピョンチャンオリンピックでは， 4 Kと 8 Kの
競技映像を同時に受信する必要があったため，
CS302スタジオ（SHV回線受信スタジオ）の補完
整備を行い，双方の信号を同時に運用可能な環境
を整えた。
　TICO圧縮技術を利用し， 4 K信号をHD-SDI
非圧縮回線で伝送することができる 4 K低遅延・
低劣化コーデックを開発した。
　 4 Kヘリの運用が 3月に始まったため，FPU基
地局からの引き下ろし回線がTS回線となってい
る 6基地局について，放送センターに 4 Kデコー
ダーを設置することで， 4 K伝送を実施可能にし
た。
（7）NSNP（Nippon Sa te l l i t e News 

Pool）取材伝送対応
　天皇陛下や首相が式典や国際会議などで外国訪
問を行う際は，NHKと民放が共同で取材体制を
組み，日本のTVメディア代表として共同取材を

行う。17年度は， 8件の同行取材を行った。素材
伝送やスルー中継は，主にIP回線を利用して実施
した。
（8）海外総支局技術コーディネーター業務
　マニラ支局の移転整備，上海支局の天井雨漏り
対策，エルサレム支局のスタジオ更新整備など，
計19総支局の整備・保守業務を遂行した。17年度
の技術コーディネーターの海外派遣は，延べ112
人日であった。

Ⅲ．局外中継

1．主な中継

（1）緊急報道
　ロボカメは自然災害や事件事故などの発生時，
最初動期の現場の情報を速やかに伝え，NHK緊
急報道の根幹を担うものである。「緊急展開ロボ
カメパッケージ」を効率的に運用し防災・減災報
道につなげた。
○大分県豊後大野市　地割れ
　 5月，大分県豊後大野市朝地町で81か所に上る
大規模な地割れが観測された。現地に職員 2人を
「太陽光無停電ロボカメシステム」一式とともに
派遣し，ネットニュースで24時間ライブストリー
ミングを実施した。
○九州北部豪雨
　 7月，九州北部豪雨の際には職員 2人のAPP
－ 1（ポータリンク）クルーを派遣した。孤立し
ていた東峰村役場前に展開し，他社に先駆ける形
で中継・伝送態勢を構築した。
　また，大分県日田市ではせき止めダムが発生。
ダム決壊の警戒監視のため職員 2人とともに太陽
光無停電ロボカメを現地に派遣した。翌日には設
置完了し監視態勢を構築した。
○新燃岳噴火
　10月，新燃岳の噴火警戒レベルが上がったこと
から噴火監視のため高感度カメラα7と最新のサ
ーマルカメラを設置し24時間の監視態勢を構築し
た。 3月 6日の爆発的噴火の様子を確実に捉える
ことに成功した。噴火の様子は放送だけでなくネ
ットニュースに24時間のストリーミングを実施し
た。
○ 4 K取材
　『月刊スーパーハイビジョンニュース』に向け
取材を進める報道局映像取材部クルーを技術的に
サポートした。天皇退位に関する皇室会議取材，
眞子さま婚約関連取材や，VIP来日時など後世に
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貴重な映像を残す必要のある重大ニュースは 4 K
での取材を推進している。その際， 4 Kから 2 K
放送用ダウンコン映像の画質調整など 4 Kの持つ
高画質ならではの課題を把握し，関係各局と連携
しながら放送に向けて取り組んでいる。
（2）国内中継
○熊本地震から 1年
　 4月に熊本地震から 1年となり，震度 7を記録
した熊本県益城町から『おはよう日本』と『ニュ
ースウオッチ 9』で復興の現状を生中継した。『お
はよう日本』は， 4月13～14日の 2日間にわたり
放送した。13日は，益城町の中でも被害の大きか
った宮園地区から，さら地が広がっている状況を
生中継した。14日は，500軒以上の仮設住宅があ
るテクノ仮設団地から，避難生活の実情を生中継
で伝えた。『ニュースウオッチ 9』は，テクノ仮
設団地内から，仮設で営業する居酒屋からの被災
者の元気な姿や，集会所からの自治会長のインタ
ビューなどを生中継した。
○東京都議会議員選挙
　 6月23日告示， 7月 2日投開票の日程で行われ
た。開票速報では，政党や事務所12現場から中継
を実施した。
○衆議院議員選挙
　10月10日公示，22日投開票の日程で行われ，政
党や全国114現場の事務所から中継を実施した。
○にっぽんトレッキング100スペシャル
　夏山シーズンが始まった 7月，北アルプスから
昼の部，夜の部の 2部構成により生中継した。キ
ーステーションの涸沢ヒュッテにカメラ 3台，ヒ
ュッテ周囲のトレッキング撮影用にワイヤレスカ
メラ 1台，涸沢ヒュッテの出先となる穂高岳山荘
にカメラ 1台として，燕山荘と船窪小屋はワイヤ
レスカメラ 1台で対応。移り変わる天気と時の流
れとともに変化する北アルプスの雄大な景観と
「山小屋トレッキング」の魅力を伝えた。
　その他の主な国内中継は以下のとおり。
○トランプ米大統領来日
○ゴルフ中継
○プロ野球中継
○サッカー（Jリーグ，天皇杯，皇后杯）
○全日本スピードスケート距離別選手権
○『第16回　東京JAZZ』
○『ひるブラ』
○『ゆく年くる年』
○戦没者追悼式典
○東日本大震災追悼式典
○歌会始の儀

○歌舞伎中継
（3）海外中継
○ピョンチャンオリンピック・パラリンピック
　NHKは，OBS（Olymp i c B r o ad c a s t i n g 
Service）からの依頼を受け，スピードスケート
の国際信号を制作した。また，NHKと民放連で
構成されるJC（Japan Consortium）では， 8会
場にユニカメラを設置し，13会場で現地コメント
を付加して制作した。
　NHK単独では，湾岸エリアにある特設TVスタ
ジオやIBC（International Broadcast Center）内
に設置したスタジオから競技中継の枠づけやメダ
リストの生の声を伝えた。湾岸エリアのスタジオ
制作では，IBCからIPによりリモートプロダクシ
ョンを行うとともに，五輪初の出先スタジオでの
バーチャルシステムを導入した。
　引き続き行われたパラリンピックでは，出先 2
クルー体制で開閉会式やパラアイスホッケーの日
本戦など，初めて生中継を中心に放送した。
　その他の主な海外中継は以下のとおり。
○G7タオルミーナ　内外会見
○『NHKスペシャル　シリーズ　激震“トラン
プ時代”　第 2集「炎上ヨーロッパ～広がる
“自国第一主義”～」』
○ワールドカップサッカー最終予選「サウジアラ
ビア」×「日本」

○FIFAワールドカップ2018　グループリーグ抽
選会中継

○ウィンブルドンテニス
○世界パラ陸上
○ABUソングフェスティバル　コーディネート
○ASEANマニラ　内外会見
○全豪オープンテニス
（4） 4 K・8 Kスーパーハイビジョンへの取り

組み
〇 ピョンチャンオリンピック中継／パラリンピッ
ク制作

　 2台の 8 K中継車と 2台の22.2マルチチャンネ
ル音声制作車を現地に持ち込み， 8 Kコンテンツ
の制作を行った。
　NHKは現地 2クルー態勢で開会式，フィギュ
アスケート，スキージャンプ，ビッグエアを制作
した。また，OBSとNHKで共同制作を試みるなど，
8 K 4 K一体化制作・信号変換のコンテンツ制作
における課題や可能性を検討することができた。
　国内ではふれあいホール（渋谷）に受けスタジ
オを仮設し，SHV試験放送を通じて全国のNHK
で視聴されたほか， 5か所でパブリックビューイ
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ングを実施し，約11万人の来場者に超高精細大ス
クリーンと立体音響のSHV空間を堪能してもら
うことができた。
　パラリンピックは日本人選手を中心に 8 Kロケ
クルーで制作した。
〇FIFAコンフェデレーションズカップ・ロシア
大会
　 4試合を 8 K-HDR，22.2chで制作した。生放
送の対応はなく，現地収録の素材を帰国後に編集
して放送した。
　サンクトペテルブルクでの制作はユニカメラの
池上製単板カメラSHK-810 3 台とホストの 4 K
フィードをアップコンバートして，予選リーグと
決勝 2試合の計 3試合を収録した。音声はホスト
からのマイク分岐の約60系統とNHK独自の38系
統をNHKキャビン内で22.2chオーディオミック
スした。また，カザンでの準決勝は日立単板カメ
ラ 2台を使用してENGロケスタイルで制作した。
HDRを最大限活用した制作で，より魅力あるコ
ンテンツとなるように検証を続けた。
〇2017NHK杯国際フィギュアスケート競技大会
　11月10～12日のNHK杯フィギュアをSHV試験
放送で生中継した。技研が開発した120Pの 2 倍
速カメラを含む 4台の 8 Kカメラと 4 Kロビーカ
ムやクレーンカメラなど 5台の 4 Kカメラを使用
した。
　フィギュアスケートの演技を 4 K 8 倍速カメラ
のスロー映像を交え，効果的に制作した。 4 Kカ
メラの一部は現行放送と共有し，効率化を図った。
　スタッフはピョンチャンへの派遣メンバーをそ
ろえてオリンピックでのコンテンツを想定した制
作に取り組んだ。
　また，22.2ch音声のリモートミックス検証を実
施した。中継現場のマイク約80本をIP変換して，
技研開発の 8 K-IP伝送装置にて放送センターへ
伝送し，TA-1音声制作車でミキシングを行った。
〇SHV本放送開始 1年前特番
　SHV本放送開始 1年前に当たる12月 1 日から
3日間，新宿パークタワーホールにてSHV-PRイ
ベントが開催された。これに併せ12月 1 日，会場
から『 4 K・8 K放送開始　いよいよ　あと 1
年！』としてSHV試験放送で生放送した。また，
総合では翌日収録再生で放送した。
　特番は 8 K（SDR・22.2ch） 2 K一体化制作さ
れ， 8 Kは非圧縮の光回線， 2 Kは現場にて 8 K
から 2 Kにダウンコンバートされ，FPU回線で放
送センターまで伝送した。
　その他の主なSHV番組制作は以下のとおり。

〇大相撲名古屋場所中継
〇一般参賀（ 8 K 2 K一体化制作）
〇「新春大歌舞伎」（ 4 K 2 K一体化制作）（歌舞
伎座）

〇バレーボールVプレミアリーグ（ 4 K 2 K一体
化中継）（福井県営体育館）

2．中継設備・機器

（1）CT-150の副調設備更新
　HV化更新以来13年が経過しており，映像設備
と音声設備の更新整備を行った。
　千代田放送会館の別フロアに仮設副調を構築
し，運用を継続しながら更新工事を行った。
○主な特徴
　安定送出確保のための充実したバックアップ機
能を備えている。卓前モニターの液晶化に伴い，
有効スペースが広がり，制作環境が向上した。
○制作設備
・スイッチャー　SONY XVS-6000
・ルーター　　　SONY IXS-6600
・音声卓　　　　TAMURA NT880
　カメラ設備（14年度更新），照明設備（11年度
更新）は既設流用。
（2）SHC-3中継車の整備
　SHV（ 4 K・8 K）の本放送開始に備え，15年に
整備した 8 Kスーパーハイビジョン中継車SHC-1
およびSHC-2に続いて， 3台目となる 8 K中継車
を整備した。
○主な特徴
　拡幅機構を採用しない中型中継車で，車両サイ
ズは10m級。車内スペースを確保するため発動発
電機は非搭載。
　 信 号 フ ォ ー マ ッ ト は 8 K422 IP Live 
Production System（NMI：Network Media 
Interface）を導入。
　 8 K HDR 2020での制作が可能。
　カメラ制御システムをIP化しPC-MSUを導入。
○車両
・全長／全幅／全高：10.52m／2.45m／3.33m
・総重量：19.4t
・定員： 2人
・電源：発動発電機搭載なし

受電トランス：60kVA
・空調：TX-N24　24,000Kcal
○制作設備
・ 8 Kカメラ：非搭載，最大10式
・ 8 Kスイッチャー：XVS-N 8 K2S　20入力2ME
・IPルーター　CISCO　40G　QSFP+47in72out




